
数学 教科書 の解答

Ｐ２０８ たしかめ１ （１）３分 （２）３３分以上３６分未満

（２）階級 ３３分以上３６分未満、 度数 ２３

Ｐ２０９ 問１ 度数・上から順に ６・２０・１７・１１・６・３・１

問２ （１） １０番目・・どちらのルートも３０分以上３３分未満

２０番目・・どちらのルートも３０分以上３３分未満

３０番目・・どちらのルートも３３分以上３６分未満

（２） Aルート：6.25%

Bルート：9.375%

問３ ２７～３０・６ ３０～３３・２０ ３３～３６・１７

３６～３９・１１ ３９～４２・６ ４２～４５・３

４５～４８・１

問４ ＊度数のもっとも多い階級が、ＡルートよりＢルートのほうが、

左によっている。

＊ＡルートよりＢルートのほうが、所要時間が多くかかるバスが多い。

Ｐ２１０ たしかめ２ 棒グラフの一番上の真ん中に点をとり、その点をつなぐ。

Ｐ２１１ 問５ 所要時間が３９分以上の階級の度数は、晴れや曇りの日が４台、

雨の日が１６台である。雨の日のほうが所要時間が多くかかるバス

が多い。

Ｐ２１２ たしかめ３ 上から順に、０．００ ０．００ ０．００ ０．００

０．００ ０．２５ ０．４４ ０．２５ ０．０６

合計 １．００

問６ ＊晴れや曇りの日は、所要時間が３３分以上３６分未満かかる割合が

もっとも多く、全体の約３６％である。また、所要時間が４５分

以上かかることはない。

＊雨の日は、所要時間が４５分以上４８分未満かかる割合がもっとも

多く、全体の約４４％である。また、所要時間が４２分未満で着く

ことはない。

Ｐ２１３ たしかめ１ Ａルート・・４２ʷ２８＝１４分

Ｂルート・・４６ʷ２８＝１８分

ＡルートよりＢルートのほうが範囲が大きく、所要時間に

ばらつきがある。

Ｐ２１４ たしかめ２ ２１８９÷６４＝３４．２分

ＡルートとＢルートの平均値は、ほぼ同じである。



たしかめ３ （３３＋３４）÷２＝３３．５分

Ｂルートの中央値は、Ａルートの中央値よりやや小さい。

Ｐ２１５ たしかめ４ （３０＋３３）÷２＝３１．５分

Ｂルートの最頻値は、Ａルートの最頻値より小さい。

問１ ＊ゆうとさんの考えは中央値のことであり、平均値だけでは、

ゆうとさんの考えが正しいかどうかわからないから、正しくない。

＊さくらさんの考えは、最頻値のことであり、平均値の３４分かかる

バスがもっとも多いかどうか分からないから、正しくない。

問２ ア、Ａルートのバスを使う。（理由）Ａルートの晴れや曇りの日の

所有時間の範囲は１４分で、Ｂルートの１８分よりも小さく

ばらつきが少ない。また、Ａルートはもっとも時間がかかっても

４２分で、Ｂルートの４６分よりも短い。これらのことから、

Ａルートのバスを使う。

イ、Ｂルートのバスを使う。（理由）Ｂルートの晴れや曇りの日の所要

時間の最頻値は３１．５分でＡルートの３４．５分よりも短いから、

Ｂルートのバスを使う。

Ｐ２１７ 基本の問題 の解答は、Ｐ２７３にあります。


